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知的障害特別支援学校における集団の中で活動を楽しむ児童の育成
－生活単元学習での「支援の振り返りシート」を活用したできる状況づくりを通して－
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◇ 「支援の振り返りシート」の四つの観点を基に、複数の教師で支援を
評価したことにより、より適切な支援でできる状況をつくることができた。
児童は、自分の力を発揮できるようになり、集団活動の場で進んで活
動したり、友達と関わるようになったりした。

◇ 「支援の振り返りシート」の活用で、支援の共通理解が容易になった
り、支援を評価し改善してできる状況をつくろうとする意識が高まったり
した。児童は、集団の中で、笑顔で活動を続けることが増えた。

◆ ある児童に対するできる状況づくりが、
他の児童にとって戸惑う原因になる場合
があった。それぞれのできる状況づくり
の調整が課題である。

◆ 単元により四つの観点を、軽重付けて
評価すると、できる状況を効果的につく
ることができると考える。

一人一人の実態に
合った活動

【実践１】

バスの

みちを
いっぱい
にしよう

【実践２】

おまつり
をしよう

○一単位時間ごとに、複数の教師で、支援
の評価・改善、共通理解を図る

○一覧表の様式で、一単元一枚
○児童一人当たり５分で振り返り

活動場所に
進んで移動
し、笑顔で
バスを走ら
せた

友達と空間
を共有し、
集中して作
りたい物を

作り続けた

模造紙に描いた道に、空き箱で
作ったバスを走らせる活動を用意

屋台ごっこや神輿パレードを用意
それぞれの活動に選択肢を用意

やりたい仕事
に進んで着い
たり、遊びた
い屋台で繰り
返し遊んだり
した

ボウリングの傾斜台で、客と
店員の役割を明確化

ボールを受
け渡したり、
身振りや言
葉で「お願
い」と伝え
たりした

落ち着いて
活動し、自ら
「教えて」と

言えた

自力ではさみ
を使えるよう
になり、短冊
を繰り返し
切っていた

教室のほぼ全面に敷いた
模造紙上に、製作の場を設定

一般的なはさみでは、上手く切れ
なかったので、軽い力で切れる
はさみを用意

前時は、活動中に助言をした
ら、児童が怒り出したので、
本時は、活動前に困ったら、
助けを求めるように助言

前時は、教師が手渡したさおを友
達に渡せたので、本時は、顔写真
付き釣りざおフォルダーを用意

自分の判断で、
さおを選び、友
達に渡すことが
できて、ほほえ
んでいた

「あの子と神輿に乗りたい」とい
う気持ちを、指さしで伝えたので、
仲介して相手児童に伝えた

相手児童が
その気持ちに
応えて一緒に
乗り、互いに
笑顔を見せた
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四つの観点

＜児童の実態＞

＜目指す児童像＞

集団の中で活動を楽しむ児童

やってみたい、
できそうだ

分からない、思い通りにできない

自分の力を発揮

できる状況づくり （授業準備・授業中）

＜手立て＞

四つの観点を基に支援を評価

「支援の振り返りシート」の活用 （一単位時間ごとに）

支援を共通理解、
評価・改善を常に意識

他の教師は、どんな支援？
評価、改善の仕方は？

集団に興味・関心がある、活動しようとする

集団活動の場から離れる、消極的になる、怒り出す

場の設定 材料・道具等
一人一人の実態に

合った活動
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